






























































































無上智。終不爲得下劣之乘。」（大正蔵 No.220, vol.7, 935a21-23）。梵本『八千頌般若』
にも、hīna-yāna という語はない。なお、hīna-adhimuktika の用例は 2 例（p.216, l. 4； 
p.649, l. 26）あり、これを『佛母』（639c2）は「劣信解」と訳す。








ye ca khalu punar ime āyus
・













































































atha khalu catvāro mahārājān
・
o. bhagavantam etad avocat / 
āścaryam
・







vācayan paryavāpnuvan pravartayan sa kula-putro vā kula-duhitā 
vā yāna-traye sattvān vinayati na ca sattva-sam
・
jñām utpādayati // 
（Wogihara ［1973：190, l. 15］）
7 Wogihara ［1973：658, ll. 5-6］．『小品般若』（563c8-9）．その他「是聲聞乘是辟支
佛乘是佛乘者．如是三乘如中無差別」（『小品般若』563c12-13）などがある。













































9 『道行』（431a26）, 『明度』（483c10-11）, 『鈔経』（513c12-13）, 『小品』（541c26-27）, 『佛
母』（594c21-23）, 『第四会』（大正 7 ，772c26-28）, 『第五会』（大正 7 ，872b20-24）。
10 『一万八千頌般若』（As・ t・ādaśasāhasrikā Prajñāpāramitā）．Tib. Pek ed., No.732, Vol.20, 






（ekam eva hi yānam
・












仏乗」を経過し、『放光』（大正 8 , 85b）、『大品』（大正 8 , 337c）、『第二会』





乗 だ け が あ る 」（ekam eva hi yānam
・










菩薩乗である」（eka eva bodhisattvo mahāsattvo bhavis
・
yati yad uta 
bodhisattvayāniko）（ibid., p.133, l. 21）とし、三つの菩薩乗を、「声聞乗
の菩薩、独覚乗の菩薩、菩薩乗の菩薩」（ibid., p.134, ll. 2-3）、あるいは「声
聞乗の菩薩、独覚乗の菩薩、仏乗の菩薩」（ibid., p.134, ll. 16-17）とする。
（ ３）　仏乗から菩薩乗へ
　一方、上記の箇所に対応するチベット語訳『一万八千頌般若』（162a5-6）




つの仏乗に属するものである ”（byang chup sems dpa’ sems dpa’ che 
po ni sangs rgyas kyi theg pa pa gcig bur ‘gyur ro）」とする。
　この「一つの仏乗に属するもの」に対応する大品系漢訳諸本を見る






















（ 1 ）　 初期の小品系統では三乗という教説は確立していなかったが、小
品系以降になると三乗という語も見られるようになる。





（ 3 ）　 『一万八千頌般若』では三種の菩薩道についての明確な概念化が
見られ、一仏乗といった思想も生まれる。
























No.264, 13b9, 13b13）、竺法護訳が「菩薩之道」（『正法華経』大正蔵 No.263）とする。








［Kimura 1990］：Takayasu Kimura ed., Pañcavim
・
śatisāhasrikā Prajñāpāramitā
（二万五千頌般若）Ⅳ , Sankibo Busshorin Publishing Co., Ltd.: Tokyo, 1990．
［Wogihara 1973］ （W ed）：U. Wogihara, Abhisamayālam
・
kārālokā 
Prajñāpāramitāvyākhyā, The Work of Haribhadra, Sankibo Busshorin 
Publishing Co., Ltd.: Tokyo, 1973 （1st Pub., The Toyo Bunko: Tokyo, 1932）.
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